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トリアゾール環形成試薬 

クリックケミストリー(Click Chemistry)とは 

2001年にK. B. Sharplessによって提唱された手法です。1） 

ベルトのバックルを「カチッ(Click)」とつなぎ合わせるように、2つの分子が簡単につなが
ることに由来しています。代表例として、アルキンとアジドを用いてトリアゾール環をつく
りだす[3+2]双極子付加環化反応があります。 

特長 

1. 広範囲に適応ができ、実験操作が簡便 
2. 反応後の精製を必要としない 
3. 高収率で目的化合物が得られる 
4. 立体特異的で副生成物をほとんど生じない 
5. 水中でも反応が進行 

銅フリーのクリックケミストリー 

シクロオクチンは活性化エネルギーが低いため、銅(Ⅰ)触媒なしで温和な条件下にて反応を
することができます。シクロオクチン誘導体をアルキン種とすれば、アジドと反応してトリ
アゾール環が速やかに生成されます。毒性のある銅(Ⅰ)を触媒として使用しないため、細胞
組織の標識にも使用可能です。2) 

1) Kolb, C. H., Finn, G. M. and Sharpless, B. K.:Angew. Chem. Int Ed., 40, 2004 (2001). 
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製品情報 

コードNo. 品名 構造式 容量 希望納入価格(円)

25 mg 36,800

100 mg 94,400

25 mg 36,800

100 mg 94,400

25 mg 36,800

100 mg 94,400

25 mg 75,200

100 mg 照会

100 mg 75,200

500 mg 照会

25 mg 30,500

100 mg 69,100

100 mg 30,500

1 g 107,800

J64549 Azadibenzocyclooctyne Acid

J65377 Azadibenzocyclooctyne-maleimide

100 mg

1-Amino-3,6,9,12-
tetraoxapentadec-14-yne

36,800

J65668 3-Azido-1-propylamine

J65637 Azadibenzocyclooctyne-amine

J64496
N -Succinimidyl
3-(propargyloxy)propionate

J64617 Azadibenzocyclooctyne-PEG4-alcohol

J64527

J64834
N -Succinimidyl 15-azido-
4,7,10,13-tetraoxapentadecanoate

Click Chemistry試薬を含む、Alfa Aesar社製品も多数取り扱っています。 
当社営業員もしくは代理店にお問い合わせください。 
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